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本会代表（精神科医）　原田　正文

資料提供

先進国の中でも多い、日本の子どもの事故と事故死

　今月号では、子どもの事故について考えます。という
のは、本会の中心的な事業になっていますＢＰプログラ
ムで使用しているＤＶＤで、「…お子さんの成長に伴っ
て、できることが多くなり、思わぬ事故につながる場合
があります。日本では多くの子どもが事故により死亡し
ています。日本の子どもの事故死の率は、他の先進国に
くらべ高いです。ぜひ防ぎたいですね。…」と、子ども
の事故予防について述べている個所があります。これ
を聞かれた参加者である母親や主催団体の方から「ほん
とうか!?」という質問がまれに寄せられます。そのため
「日本の子どもの事故と事故死」についてデータにもと
づき説明をし、資料提供します。

意外な事実
　子どもの事故について私が最初に関心を持ったのは
「大阪レポート」の分析過程でのことでした。「大阪レ
ポート」１）と呼ばれているデータは、1980年１年間に
大阪府下のＩ市で生まれた子ども約2,000人を対象に育
児の状況などを経年的に追跡調査した調査結果です。対
象が一般的であり、アンケートの回収率も高いことから、
信頼性が高い子育て実態調査と評価されています。その
データの分析を私が担当しました。その過程で不可解な
結果がたくさん出てきました。そのひとつが「子どもの
事故」に関するデータです。
　「大阪レポート」のデータを少し紹介しますと、３
歳６か月児健診の時点で「やけど」をした子どもは５
人に１人、「大きなけが」をした子どもは12人に１
人、「タバコやボタンなど」の誤嚥は10人に１人でし
た。これらの結果に驚き、１歳～４歳の幼児の死亡率
を調べてみました。死亡率は「10万人あたり何人死亡
したか」を表す数値です。1980年時点では、１歳～
４歳の幼児死亡率が一番低かった国はスウェーデンで、
36.1人でした。日本は68.4人でしたので、スウェーデ
ンの２倍近くの幼児が亡くなっていたことがわかりまし
た。幼児の死因の第１位は「不慮の事故死」でしたので、
「不慮の事故死」の率を調べてみました。すると、日本
は24.1人で、スウェーデンの2.6倍と高いことがわかり
ました。
　
20年後でも事故の率は変わっていない
　私は2003年～2004年にかけて、「大阪レポート」に
匹敵する子育て実態調査を兵庫県のＨ市で実施すること
ができました。この調査では「大阪レポート」で意味の
あった質問項目に、新たにいくつかの質問項目を追加し
て調査を実施しました。この結果は「兵庫レポート」2）

と呼ばれています。「大阪レポート」から20年あまり
後の「兵庫レポート」においても、「やけど」や「大きな
けが」「誤嚥」などの事故の発生率は変わっていません
でした。例えば、「やけど」をしたことがある子どもの
率は子どもの成長とともに増えて、３歳児健診の時点で
は20.6％です。これは「大阪レポート」の結果、５人に
１人がやけどをしているという結果と同じです。そんな
ことが頭にあったものですから、2010年に始まったＢ
Ｐプログラムの参加者用テキストやＤＶＤにおいて、冒
頭のフレーズを使い子どもの事故予防を呼びかけました。

データの再検討
　本会は2018年にBP2プログラムを発表しました。そ
の際に参加者用テキストとＤＶＤを大改訂しました。
BP1プログラムを発表したのが2010年ですので、冒頭
で紹介したような疑問の声はそれまでにも届いていまし
た。そこで大改訂を機会に子どもの死亡率や事故の率な
ど、データを見直しました。その際にたいへん参考にな
った論文が、国立公衆衛生院母子保健学部の田中哲郎先
生の論文３）でした。以下で説明します図は、田中先生
の論文から転載させていただいたものです。

先進15か国の中での日本は？
　田中哲郎先生は1995年版ＷＨＯの統計資料にもとづ
き、日本を含めた先進15か国の乳幼児の「死亡率」と
「事故による死亡率」を比較しておられます。
　図１は０歳児（乳児）の「全死因の死亡率」（横軸）
と「事故による死亡率」（縦軸）の国際比較です。乳児
死亡率（横軸）は、日本が最も左に位置しています。す
なわち、乳児死亡率は日本が世界で最も低いという結果
です。しかし、「事故による死亡率」（縦軸）を見てみ
ますと、日本での乳児の「事故による死亡率」は高く、
先進15か国のなかで14位と悪いのです。
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図１　乳児の全死亡率と事故死の率の国際比較
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　図２は１歳～４歳児（幼児）の「全死因の死亡率」と
「事故による死亡率」の国際比較を示しています。図２
からわかりますように、幼児の死亡率（横軸）は日本が
左から13番目に位置しています。すなわち、幼児の死
亡率は先進15か国の中で13位と悪いです。また、幼児
の「事故による死亡率」（縦軸）を見てみますと、日本
は下から10位のところにあります。すなわち、幼児の
「事故による死亡率」は先進15か国のなかで10位と悪
いのです。

　以上の結果を見ますと、冒頭に述べたＢＰプログラム
のＤＶＤで、「…。日本の子どもの事故死の率は、他の
先進国にくらべ高いです。…」と述べていることは間違
っていないことがわかります。

事故で死亡する子どもは「氷山の一角」にすぎない
　これまで述べてきた図１・２を使った説明では、「そ
うは言うけれど1995年のデータで、古くはないか」と
納得されない方もいらっしゃるかと思います。確かに、
図３の左の図に示しますように、日本においては乳幼児
の「不慮の事故による死亡率」は年々下がっています。
1995年からすでに30年近く経過しました。子どもの事
故も減っているのではないか、と思いたくなります。し
かし、そんな楽観的な予測はできないのです。
　図４に、1993年の日本の幼児の「死亡に対する入
院・外来患者の氷山図」を示します。幼児が一人亡くな
るということは、その背後に入院を要する程の大きな事
故にあった幼児が40人いること。

　またその背後には入院
までには至らなかったが
事故で受診した子どもが
3,600人もいることを示
しています。そして、そ
れらの子どもたちの何割
かは事故により大きな障
害を負っているのです。
死亡率だけを見るのでは
なく、事故そのものを予
防することが最もたいせ
つなことです。           

事故の発生率は変化していないことに注目!!
　図３の中央と右側には「日本の幼児の入院事故発生率
と、外来事故発生率の年次推移」を示しています。これ
らのデータは厚生労働省の患者調査を基にしています。
図３のこれらの図を見ますと入院事故の発生率（図３の
中央の図）はほとんど減ってはいません。また、事故が
起こって外来を受診する幼児の率（外来事故発生率、図
３の右側の図）も横ばいで減ってはいません。これらの
結果は先に述べた「兵庫レポート」と同じ結果です。医
療の進歩などにより事故で死ぬ子どもは減少しています
が、事故の発生率そのものは減っていないのです。
　図３・４をまとめますと、死ななくはなったけれど、
子どもの事故は今も昔と同じように起こっているのです。
死ななくなったのは医療などの進歩によるものであり、
事故そのものの予防が進んだわけではありません。

大切なことは子どもの事故を予防すること
　世界の各国ともに子どもの事故の予防には力を入れて
います。日本においても、国や自治体のホームページの
事故予防のサイトは充実しています。しかし、事故は減
っていないのです。
　田中哲郎先生は紹介した論文の最後に、乳幼児健診な
どでの指導の際には「インパクトを強く与える方法が望
ましい」と書いておられます。ＢＰプログラムの参加者
用テキストとＤＶＤを見直してみますと、ＤＶＤはテ
キストよりももっとインパクトの強い表現をしています。
そのため冒頭のような疑問も出されるのですが、それは
それでいいのではないか、とこの会報を書きながら思い
ました。子どもの事故はぜひ防ぎたいものです。
　　　　（大阪人間科学大学名誉教授、結のぞみ病院）
　
１．服部祥子、原田正文：『乳幼児の心身発達と環境 

― 大阪レポートと精神医学的視点 ― 』（名古屋大
学出版会、1991年)

２．原田正文：『子育ての変貌と次世代育成支援 ―兵庫
レポートにみる子育て現場と子ども虐待予防 ― 』
（名古屋大学出版会、2006年)

３．田中哲郎：わが国の乳幼児事故、J.Natl.Inst.Public 
Health,47(3),1998.
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図２　幼児の死亡率と「事故による死亡率」の国際比較

図３  幼児の事故による死亡率と、入院事故・外来事故の発生率の
 　　年次推移

図４　事故による死亡の
　　　氷山図（1993年）
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